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平成17年度科学技術関係施策について

平成17年度の科学技術分野の重点事項（総合科学技術会議）平成17年度の科学技術分野の重点事項（総合科学技術会議）

我が国の研究基盤となる
研究開発の着実な推進

我が国の経済を発展さ
せ国際競争力を確保す
る科学技術活動の推進

安心・安全な生活
を実現する科学技

術活動の推進

重点事項重点事項

厚生労働省

科学技術システ
ムの改革等

１．健康安心の推進（健康寿命の延伸）

（１）糖尿病等の生活習慣病対策の推進
・新たな大型戦略研究事業を導入
・画期的予防・診断・治療法の開発
・大規模多施設共同研究の推進

（２） 介護予防の推進
・痴呆・骨折対策の推進
・介護技術の研究開発

2. 健康安全の確保
（１）新興・再興感染症対策

・ＳＡＲＳ、高病原性インフルエンザ等の
感染症の予防・診断・治療の研究推進

（２）食の安心・安全の確保
・ゲノム科学等を活用した予測システムの研究

（３）危機管理対策
・有効で迅速な対応システム

（４）医療安全の確保

3. 先端医療の実現
（１）ゲノム科学・タンパク質科学・ナノテクノロジー等の応用

・ファーマコ・ゲノミクス研究の開始
・ナノメディシン関連研究推進

（２）先端医療の実用化、治験環境の整備の推進
・治験推進研究の充実

健康フロンティア戦略の推進
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（参考）
健康フロンティア戦略は、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００４」

（平成１６年６月４日閣議決定）に盛り込まれた。

我が国は超高齢化社会への道
１０年後の平成２７年（２０１５年）には、高齢者数が３３００万人と予測

「明るく活力ある社会」を構築 と「健康寿命」の延伸 へ

糖尿病・がん等の
疾病の罹患と死亡を減らす

要介護になることを防ぐ

働き盛り層
生活習慣病と心の健康

働き盛り層
生活習慣病と心の健康

女性層
女性のがん

女性層
女性のがん

高齢者層
介護予防

高齢者層
介護予防

健康寿命を延ばす科学技術の振興
先端科学技術の導入と生活習慣病・介護予防研究の推進

（平成１７年度～平成２６年度）

第２１回厚生科学審議会科学技術部会資料（平成16年7月12日）➁



がん

こころの疾患

糖尿病

心疾患・脳卒中

老化

痴呆

骨折

介護技術

健康寿命を伸ばす科学技術の振興【概要】

【基本的考え方】
○新しい技術の開発やその臨床応用、既存技術の普及にバランスよく投資
○医療や介護の現場を支える各種技術の開発と普及を推進

推進する具体的研究

【全体目標】
○健康寿命の延伸の技術的基盤の整備
○国民ひとりひとりが技術の進歩を実感

【新しい研究枠組みの導入】
健康寿命の延伸という観点から、健康負荷が大きく、かつ研究の推進による健康負荷の軽減効果が大きいと考えられる糖尿病や

心の健康等の分野については、これまでの公募型、指定型という枠組みを越えて、規模の大きい戦略研究という枠組みを導入する。

健康フロンティア戦略科学技術ロードマップ

生
活
習
慣
病
対
策

介
護
予
防

課題・目指すべき方向 ５～１０年後の姿
○がん、心疾患、脳卒中、
糖尿病等の生活習慣病
の画期的な予防・治療・
診断法が開発される。
○特にがんについては、
医療の均てん化、ＱＯＬ
の向上が図られる
○こころの疾患が減少し、
自殺者数も大幅に減少し
ている。
○老化を抑制する方法
が明らかになる。
○痴呆について、発症・
進展を大幅に遅延させる
ことが可能になる。
○被介護者の自立を助
ける技術・介護者を支え
る技術が開発され、介護
負担の軽減が図られる。

我が国の死因第１位。 第
三次がん克服１０カ年戦略
のさらなる推進

我が国の死因第２・３位。
画期的予防・診断・治療法
の開発

患者数の増加、重症化へ
の対策の全体像作成と研
究の位置づけの明確化

うつ病などの感情障害患
者数及び自殺者の増加へ
の対応

老化及び老化抑制機構の
解明を更に進める

アルツハイマー型痴呆の
成因・予防法の更なる解
明。リハビリ技術の開発。

骨粗鬆症の病態解明。転
倒予防法の開発や骨折リ
スク軽減法の開発

要介護者の失われた身体
機能を補助、・代替する機
器、介護者の負担軽減に
資する機器の開発

ゲ
ノ
ム
科
学
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タ
ン
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ク
質
科
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推
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に
よ
り
、
革
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的
予
防
、
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断
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治
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法
の
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発
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、
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着
目
し
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実
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目
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す
。

ナ
ノ
テ
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用
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医
療
技
術
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再
生
医
療
技
術
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研
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よ
り
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侵

襲
で
効
果
的
な
診
断
・
治
療
法
を
開
発
す
る
。

老化の環境要因及び抑制機構を
解明する研究、老化抑制機構活
性化の研究等を推進

痴呆の予防、診断（画像診断）法、
治療法に関する研究推進

痴呆の進行度に応じたリハビリ技
術の確立

介護予防・介護技術（痴呆を含む）の研究
介護支援ロボットの開発
身体機能を補助・代替する機器の開発

研
究
・
開
発
さ
れ
た
様
々
な
医
療
・
介
護
技
術
に
つ
い
て
、
科
学
的
に
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す
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も
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国
民
に
分
か
り
や

す
く
公
表
す
る

革新的な予防、診断、治療法の
開発

質の高い他施設共同研究推進

機能温存等ＱＯＬ向上のための
研究開発

ハイリスク者への予防法確立
質の高い多施設共同研究推進
糖尿病合併症の予防、診断、治
療法の確立

骨折リスクの計測手法の開発
骨折予防プロテクタ等の開発

専
門
医
等
の
育
成
・
医
療
安
全
の
推
進
・
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
一
般
医
へ
の
普
及

精神障害者の実態を明らかにし、
職場のメンタルヘルスやＡＣＴ等の
介入効果を解明

がんの５年生存率を ２０％改善
心疾患の死亡率を ２５％改善
脳卒中の死亡率を ２５％改善
糖尿病の発生率を ２０％改善
要介護者の減少 「７人に１人」を

「１０人に１人」へ
＊目標について各種施策の総合的
な効果により達成される

（太
字
は
戦
略
研
究
課
題
の
候
補
）

行
政
施
策
と
連
携
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健康フロンティア戦略（糖尿病分野）

（期間）

• 平成１７年度～平成２６年度

（課題・目指すべき方向）

• 患者数の増加、重症化への対策の全体像作
成と研究の位置づけの明確化

（最終目標）

• 糖尿病の発生率を２０％改善
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戦略研究が目指すアウトカム研究
厚生労働科学研究

一般公募課題（従来型） 戦略研究課題（これから）

成果

研究方法

共同・協力研究者

協力施設

主任研究者

事前
評価

事後
評価

共同・協力研究者

協力施設

主任研究者

研究実施団体

進
捗
管
理

想定成果

成果（アウトカム）

公募

成
果
の
達
成
度
の
評
価

中間評価

研究課題
公募

想定成果（アウトカム）

研究課題

研究方法（プロトコール）

大局的政策目標・課題

行政ニーズ

専門家
の関与
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「戦略研究」課題実施に至る経緯

（安心・安全な生活を実現する科学技術活動の推進、他）

６月１日 厚生科学審議会科学技術部会

５月１９日 健康フロンティア戦略の策定

・これからの研究開発の推進戦略（案）

・健康フロンティアにおける戦略研究（仮称）の創設

平成１７年３月１８日 厚生科学審議会科学技術部会
厚生労働科学特別研究班の報告：「糖尿病対策」と
「自殺関連うつ対策」の戦略研究課題の成果とプロトコール

平成１６年５月２６日 資源配分の基本的方針（総合科学技術会議）

６月２３日 厚生科学審議会科学技術部会：実施団体の選定

厚生労働科学特別研究班での検討

７月１２日 厚生科学審議会科学技術部会
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厚生労働科学特別研究

「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」

• 主任研究者：黒川 清 教授

• 分担研究者：辻 一郎 教授

福原 俊一 教授

山田 信博 教授
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戦 略 研 究

• 名 称 ： 「糖尿病予防のための戦略研究」

• 期 間 ： 平成17年度～2１年度を予定

• 予 算 ： 約８億円（平成１７年度）

• 実施団体： 国際協力医学研究振興財団
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